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　 ＪＦ大分令和８年度の政策と予算を要望

 

 

 

 

　８月20～22日に、東京ビッグサイトで開催され、本
店職員、県関係者計8名が参加した。
　当組合からは、養殖ブリのほか、かぼす養殖魚（ブ
リ、ヒラメ、ヒラマサ、フグ）のPR、蒲江加工センターで
開発中の新製品（頭部カット、血合を除去したサイコ
ロカット・スキンレスロイン）についての聞き取り、かぼ
すヒラメの試食を行った。
　新商品については「他にはない商品（サイコロカッ
ト）」、「海外の生食用によい（スキンレスロイン）」など
の意見があり、興味を示した会社が複数あった。ま
た、かぼすヒラメの試食では、「さっぱりとしている」
「臭みがない」など好評であった。
　３日間の来場者は27,932人で昨年よりも増加した。

　
9
月
9
日
、

水
産
会
館
に
お
い
て
大
分
県
漁
港

漁
場
協
会
（

会
長
職
務
代
理
者
：
中
根
副
会
長
）

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
高
原

裕
一
水
産
庁
防
災
漁
村
課
水
産
施
設
災
害
対
策
室

長
、

大
塚
猛
県
農
林
水
産
部
審
議
監
、

田
中
郁
也

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
等
が
出
席
し
、

そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
（

大
塚
審
議
監
：
渕
野
農

林
水
産
部
長
の
祝
辞
代
読
）

　
そ
の
後
の
議
事
で
は
、

６
年
度
の
事
業
実
績
・

収
支
決
算
、

７
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算

案
、

会
費
案
の
承
認
等
が
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、

３
号
議
案
の
「

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
」

で
は
、

奥
塚
中
津
市
長
（

再
任
）
、

松

井
国
東
市
長
、

冨
高
佐
伯
市
長
、

大
塚
審
議
監

（

と
も
に
新
任
）
、

石
川
津
久
見
市
長
以
下
８
名

（

重
任
）

が
理
事
及
び

監
事
に
選
任
さ
れ
、

そ
の
後
の
理
事
会
で
、

会
長
に
中
根
組
合
長
、

副
会
長
に
石
川
津
久
見

市
長
と
冨
高
佐
伯
市
長

、

専
務
理
事
に
本
庄

前
県
漁
協
専
務
理
事
が

選
ば
れ
た
。

　
※
任
期
は
２
年
間

一
般
社
団
法
人
　
大
分
県
漁
港
漁
場
協
会

　
令
和
７
年
度
　
通
常
総
会

　
８
月
2
6
日
、

水
産
会
館
に

お
い
て
、

総
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
中
根
支
部
長
の
挨
拶
の
の

ち
、

来
賓
と
し
て
児
玉
徹
大
分

海
上
保
安
部
長
が
挨
拶
、

議
事

に
入
っ

た
。

　
第
１
号
議
案
で
６
年
度
の
事

業
概
要
等
の
報
告
が
、

２
号
議

案
で
７
年
度
計
画
及
び
収
支
予

算
案
、

３
号
議
案
で
７
年
度
の

協
力
金
の
徴
収
方
法
等
に
つ
い

て
審
議
、

可
決
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
、

海
上
保
安
活
動

に
か
か
る
啓
発
や
海
上
の
防

犯
・
安
全
確
保
及
び
環
境
保
全

に
か
か
る
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。

　
終
了
後
は
、

各
地
の
海
上
保

安
協
力
員
等
を
対
象
に
連
絡
会

議
が
参
加
し
、

活
動
報
告
や
近

年
の
環
境
事
案
に
つ
い
て
の
報

告
等
が
あ
っ

た
。

公
益
財
団
法
人

海
上
保
安
協
会

令
和
７
年
度
総
会

サイコロステーキ スキンレスロイン

ジャパンインターナショナルシーフードショー

中根副会長あいさつ

中根組合長あいさつ



　
９
月
も
後
半
に
入
り
、

よ
う
や

く
朝
晩
涼
し
く
な
っ

て
き
た
。

ス
ー

パ
ー

に
並
ん
で
い
る
大
ぶ
り

な
サ
ン
マ
を
目
に
す
る
こ
と
で
も

秋
の
到
来
を
感
じ
て
い
る
。

　
１
０
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動

の
内
示
が
あ
っ

た
。

新
た
な
体
制

で
頑
張
ら
ね
ば
と
気
が
引
き
締
ま

る
想
い
。

県
内
で
は
コ
ロ
ナ
が
増

え
て
い
る
。

季
節
の
変
わ
り
目
で

も
あ
る
。

　
皆
さ
ん
、

特
に
新
た
な
業
務
に

就
く
方
は
健
康
に
ご
留
意
を
。

編
集
後
記

県農林水産研究指導センター水産研究部は、9月上旬に以下３か所の赤潮情報を発
表し、魚介類の管理に十分注意するよう呼び掛けている。

①佐伯湾（JF上浦支店裏）：メソディニウム・ルブラン（最高密度900cells/ml    9/1～)
②猪串湾（弁天島周辺）：小型渦鞭毛藻（最高密度23,000cells/ml    9/8～)
③入津湾（河内）：プロロセントラム・シグモイデス（最高密度10,000cells/ml    9/9～)
④入津湾（加工センター周辺）：　　　〃　　　　　（最高密度20,000cells/ml    9/9～)
⑤入津湾（畑野浦全域）：プロロセントラム属、ユートレプティエラ属
                                 （最高密度1,295ｃells/ml 、6,000cells/ml     9/9～)
上記はいずれも魚介類に直接斃死を引き起こす有害なプランクトンではありませんが、
濃密海域では酸欠等を引き起こすことがありますのでご注意ください。

赤潮に注意を！

◇
第
5
回
理
事
会
を
開
催
◇

　
県
議
会
は
９
月
４
日
に
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
を
開
会
、

９
月
１
０
日
に
代
表

質
問
、

１
１
日
、

１
２
日
、

１
６
日
に
一
般
質
問
を
行
っ

た
。

　
一
般
質
問
で
は
、

自
民
党
の
宮
成
公
一
郎
氏
は
、
「

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
」

の
中
で
「

ス
マ
ー

ト
農
林
水
産
業
の
推
進
」

に
つ
い
て
、

ま
た
、

中
野
哲
朗
氏

（

自
民
党
）

が
「

農
林
水
産
業
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
」

の
中
で
「

新
た
な
担

い
手
の
確
保
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

【

質
問
】

宮
成
議
員

　
近
年
の
急
速
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、

農
林
水
産
業
の
担
い
手
確
保
が
深

刻
な
課
題
。

ス
マ
ー

ト
農
林
水
産
業
の
推
進

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
農
林
水
産
業
の
担
い
手
が
減
少
す
る
中
、

ス
マ
ー

ト
技
術
の
活
用
に
よ
り
効
率
的
か
つ

収
益
性
の
高
い
持
続
可
能
な
生
産
体
制
へ
の

転
換
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

今
後
も
各
分

野
で
現
地
へ
の
普
及
や
開
発
・
実
証
を
さ
ら

に
進
め
る
。

　
水
産
業
で
は
、

陸
上
養
殖
で
自
動
給
餌
シ

ス
テ
ム
の
開
発
等
を
進
め
る
ほ
か
、

海
上
で

の
高
水
温
等
の
影
響
を
受
け
に
く
い
水
深
に

ブ
リ
養
殖
の
生
け
簀
を
沈
め
、

A
I

や
衛
星

通
信
技
術
を
活
用
し
、

常
時
、

魚
を
管
理
で

き
る
手
法
の
実
証
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今

後
、

費
用
負
担
を
軽
減
で
き
、

誰
も
が
技
術

を
利
用
し
や
す
い
環
境
が
必
要
。

　
そ
の
た
め
、

作
業
代
行
や
機
器
レ
ン
タ

ル
、

デ
ー

タ
活
用
の
サ
ポ
ー

ト
等
を
担
う

サ
ー

ビ
ス
事
業
体
を
増
や
し
て
い
く
な
ど
し

て
ス
マ
ー

ト
技
術
を
一
層
普
及
さ
せ
る
こ
と

で
、

将
来
を
担
う
中
核
的
経
営
体
を
育
成
す

る
。

【

質
問
】

中
野
議
員

　
本
県
の
農
林
水
産
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、

担
い
手
の
育
成
や
確
保
、

収
益

の
向
上
、

環
境
保
全
、

消
費
拡
大
な
ど
幅
広

い
取
り
組
み
が
必
要
。

今
後
の
担
い
手
の
確

保
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

【

答
弁
】

渕
野
農
林
水
産
部
長

　
農
林
水
産
業
の
従
事
者
が
今
後
大
き
く
減

る
中
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
は
持
続
可
発

展
に
不
可
欠
。

女
性
就
業
の
確
保
で
は
、

体

験
バ
ス
ツ
ア
ー

等
の
開
催
や
シ
ャ

ワ
ー

室
や

軽
量
草
刈
機
の
導
入
支
援
な
ど
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

子
育
て
と
の

両
立
等
に
向
け
労
働
時
間
の
短
縮
も
重
要
で

あ
る
た
め
、

ス
マ
ー

ト
技
術
等
を
活
用
し
た

サ
ー

ビ
ス
事
業
体
の
利
用
促
進
や
福
祉
事
業

所
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

増
加
す
る
外

国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

翻
訳
機
の
導
入

に
よ
る
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
促
進
や
通

勤
用
自
転
車
の
導
入
な
ど
生
活
面
か
ら
も
支

援
し
て
い
く
。

　
８
月
１
９
日
、

本
年
度
第
５
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

　
第
１
号
議
案
「

組
合
員
の
異
動
に
つ
い

て
」
、

第
２
号
議
案
「

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連
２

法
（

口
座
登
録
法
・
口
座
管
理
法
）

の
受
付
業

務
開
始
に
伴
う
手
数
料
の
新
設
に
つ
い
て
」
、

第
３
号
議
案
「

参
事
の
選
任
に
つ
い
て
」

議
論

さ
れ
た
。

１
号
議
案
及
び
２
号
議
案
は
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

ま
た
３
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

９
月
３
０
日
付

け
で
新
川
参
事
が
辞
任
す
る
こ
と
及
び
後
任
に

永
井
真
二
郎
総
務
部
長
を
新
参
事
に
就
任
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

　
次
に
、

協
議
・
報
告
事
項
と
し
て
、

①
米
水

津
は
ま
ち
養
殖
漁
業
生
産
組
合
の
収
支
状
況
に

つ
い
て
、

②
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ

た
。

③
そ
の
他
と
し
て

は
、

自
民
党
等
へ
の
政
策
等
の
要
望
を
行
う
こ

と
、

１
０
月
１
８
、

１
９
日
に
別
府
市
で
開
催

さ
れ
る
大
分
県
農
林
水
産
祭
へ
の
協
力
依
頼
、

さ
ら
に
は
金
融
庁
等
か
ら
強
く
指
導
さ
れ
て
い

る
「

マ
ネ
ロ
ン
対
策
」

に
つ
い
て
、

役
職
員
も

当
事
者
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、

今
後
研

修
の
開
催
等
も
実
施
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、

不
正
の
温
床
と
な
り
う
る
外
国
人
労
働
者

の
口
座
解
約
、

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
対
策
な
ど

に
も
し
っ

か
り
と
取
組
む
べ
き
と
の
報
告
が

あ
っ

た
。

　
さ
ら
に
、

中
根
組
合
長
か
ら
支
店
の
統
廃
合

な
ど
漁
協
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
る
べ
き
で
、

例

え
ば
各
支
店
が
個
別
に
行
っ

て
い
る
販
売
業
務

を
特
定
の
拠
点
に
一
本
化
す
る
な
ど
、

理
事
が

各
海
区
の
理
事
以
外
の
運
営
委
員
長
に
話
を

し
、

海
区
で
議
論
す
べ
き
と
話
し
た
。


